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大阪マラソン   

６年連続 
チャリティ 
寄付先団体! 

 チャリティ文化の普及を目的に、2011年から開催を重ねる大阪マ
ラソン。オイスカ『海岸林再生プロジェクト』は、第4回大会から連
続でチャリティ寄付先団体に選ばれ、毎年、50名前後のチャリティ
ランナーがオイスカを寄付先に選び、大阪の街を快走しています。  
「社員のヤル気を応援します！」と社内でランナーを募集し、組織ぐ
るみで応援してくれている企業もあります。 
 今年も寄付先団体に選定されました！ 
 詳細は公式ホームページ、同封のチラシをご確認ください。 

 「うわぁ！大きくなったなぁ」久し振りにボランティアに参加した方の感嘆の声が聞こえ

てきます。写真では大きさを伝えるのが難しいのですが、2014年に植栽したものは、見上

げるほどに成長している木もあります。一方で、平均1.1mほどのエリアもあり、透水性の

良し悪しなどの土壌条件の違いにより、成長に大きな差があります。200mの林帯幅全体で

防風、防砂などの機能が発揮できれば良いと考えていますが、成長の悪いエリアの木は、や

はり気になります。排水路を掘り(溝切り)、排水環境を改善することで、徐々に成長が良く

なりつつあります。 

ボランティア 

 延べ10000人突破 

 2013年4月からボランティアを受け入れ始め
て以来、2019年6月に1万人を突破しました。大
きなケガなく活動を行えているのは、参加するみ
なさんの意識の高さのおかげです。 
 台風直後、植栽地を巡視し写真報告をしてくれ
る方、全国からのボランティアに猪鍋を振る舞っ
てくれる方など、わが事として主体的に動いてく
ださる地元ボランティアが活動を支えてくれてい
ます。 

2019年植栽地 

   100％活着 
 震災前、周囲より少し高い自然盛土
上に生えていたクロマツの約200本が
津波に耐え、残っています。去年は、
その周囲に6000本を植栽しました。  
水はけが良く、初期成長に必要な養分
があったこともあり、植栽した苗木す
べてが元気に育っています。 

 プロジェクトに助成いただいている「トヨタ環境活動
助成プログラム」のご支援で植栽地の動画を撮影。 
 動画を見た方から、「気になっていたけれど、こんな
に大きくなったんだ！と嬉しくなりました」という感想
をいただきました。緑のじゅうたんの空中散歩は、右下
のQRコードからお楽しみいただけます。 

Eco-DRR※研修実施  
オイスカ海外組織から６人参加  

台風19号被害 

倒木数本のみ 

 「自然生態系を活用した防災減災の日
本の現場を訪れ、国連が示す世界共通の
開発目標SDGs達成のためのオイスカの
活動の方向性を定めること」を研修目的
に、フィリピン、インドネシアなどで植
林や地域開発などのプロジェクトを担う
現場責任者6人が来日研修し、ボラン
ティアの日の活動にも参加しました。 

 宮城県でも大きな被害をもたらした台
風19号ですが、植栽地の被害は、樹高
1m未満のクロマツが数本倒れたのみで
した。ボランティアによる溝切りで排水
環境が整っていたため、クロマツが強風
に耐えうる横根をしっかり張っていたこ
とが被害を抑えた要因だと考えています。 

キノコたくさん!  
生き物たくさん!! 

 去年はキノコの群生をたくさん発
見。美味しいものばかりではないよ
うですが、クロマツ林が健全に育っ
ている証拠です。キツネの子どもも
確認できました。 

プロジェクト担当部長  
吉田 50歳！ 
想定外のケーキでの 
お祝いに男泣き? 

  植栽本数 植栽面積 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 講演会開催数･聴講者数 寄附金額(民間助成金含) 

2011～13年度 ― ― 262人 75回 11,195人 240,478,577 円 

2014年度 80,182本 15.67ha 1,365人 30回 4,692人 100,263,158 円 

2015年度 55,084本 10.06ha 1,691人 30回 4,996人 101,024,711 円 

2016年度 56,037本 11.00ha 1,800人 26回 3,893人 89,502,022 円 

2017年度 71,945本 13.66ha 2,096人 30回 5,911人 84,045,449 円 

2018年度 81,600本 16.32ha 2,273人 19回 3,914人 89,877,990 円 

2019年度(2/17現在) 6,000本 2.00ha 1,878人 22回 3,141人 53,010,056 円 

合計 350,848本 68.71ha 11,365人 232回 37,742人  758,201,963 円 

これまでの実績  

(※Eco-DRR：自然生態系等を活用した防災･減災) 

番外 

ANAのみなさんの粋な計らいに、

嬉しいやら恥ずかしいやら 

(※2020年度計画： 
植栽本数25,000本、植栽面積5ha） 

つぶやき･･･ご寄附はだんだんと少なくなり、これぞ! と思った日本SDGsアワードに申請するも受賞に至らず、8大ニュースといえども華々しい報告ができないけれど、人気のある6･9月はボランティアの日
の定員がすぐにいっぱいになり、嬉しい悲鳴です。8時間の肉体労働をしに、わざわざ飛行機に乗って来てくれる方も多く、海岸林が取り持つ縁が深く大きくなっていることを感じる、それだけでも満足です。 

(ドローンのカッコ
良さに少年のように
目を輝かせていた担
当部長の吉田) 初 ドローン撮影 


